
　県の当初予算は、新型コロナウイルス感染症対
策に全力を傾注し、コロナ禍による社会経済情勢
の変化に対応するデジタル化、移住などを推進す
る内容です。
　また、西日本豪雨災害からの創造的復興をはじ
め、中村県政の公約の柱である①防災・減災対策、
②人口減少対策、③地域経済活性化対策の充実
強化を図り、「愛顔あふれる愛媛県」を目指して
各施策に取り組む方針です。
　観光振興では、ナショナルサイクルルートに指
定された、しまなみ海道の来島海峡大橋を核に誘
客促進やサイクルツーリズムのブランド形成に取
り組み、愛媛の魅力発進を図ります。
　県の人口は、４０年後に５０万人減の８２万人
になると推計されており、戦後の拡大路線の継続
ができないことは明らかです。
　将来の県民の生活を守るために人口規模に見
合った都市計画を推進し、道路や橋などの社会イ
ンフラの整備、地域の特性を活かしたコンパクト
＆ネットワークの観点での街づくりへ大きく舵を
切ることが必要です。

　本年度中に、県の大型公共事業である岩城橋が
開通する予定です。上島町の４島（弓削島、佐島、
生名島、岩城島）が
３つの斜張橋でつな
がり、町村合併から
の悲願であった「ゆ
めしま海道」が完成
します。
　単独の離島となる

魚島の生活にも配慮しながら、島の魅力を活かし
た上島町の発展に尽力して参ります。
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甘長とうがらし 「甘とう美人」 の栽培状況を聴く｡（今治市内）

コロナ対応など最大規模の予算編成

上島町 ・岩城橋の開通へ

一般会計予算額

特別会計予算額

企業会計予算額

当初予算合計額

６,９４８億円

２,５０７億２,８００万円

７０６億２,３００万円

１兆１６１億５,１００万円

【重点施策】

　１. コロナ対策の強化

　２. 豪雨災害からの創造的復興

　３. デジタル技術を駆使した施策展開

　４. 防災 ・減災対策

　５. 人口減少対策

　６. 地域経済の活性化

　　　《商工 ・観光》

　　　《農林水産業》

　７. 医療 ・福祉等の充実

　８. 教育 ・文化 ・ スポーツ

　９. 社会資本整備

　公債管理 ・災害救助など

　病院事業 ・電気事業など

　１０４億４５百万円

　４３億６５百万円

　３億１９百万円

　７５億　７百万円

　２億５４百万円

　

　　　３億９８百万円

　　　２億３４百万円

　２４億５４百万円

　１億７９百万円

　９１億１４百万円

　

　

令和３年度当初予算の概要

建設中の岩城橋を視察 (3/25)



しまなみ海道の段階的無料化へ

「段階的無料化」 を提唱し、 まず一昨年の県議会第３６５回定例会において 「橋代の負担軽減に関する

請願」 を全議員賛成での採択にこぎつけ、 県レベルでの支援環境を整えました。

　昨年に、 伯方町北浦地区自治会が独自に実施した調査によると、 １世帯あたり年間で約２１万円の橋

代がかかるとされています。 仮に、市長の公約である 「実質無料化」 を実行すれば、伯方町在住者 （約

２７００世帯） だけでも約５億６７００万円のお金が必要となる計算です。

今治市長の看板政策 「実質無料化」 の実現なるか？
　現時点で市長が約束した 「実質無料化」 の具体的な方針は明らかにされておらず、 本年度予算で調査

費を計上するなどの予算措置も特段みられませんでした。 どこまでの範囲を対象にするのか、 今治市単

独の予算措置を考えているのか、 国や県及び本四高速㈱と交渉して制度変更を求めていくのか、 その

手法に注目しております。

　３月の県議会では、 所管の建設委員会で県が関与する場合の支援について改めて確認しました。 この

案件は、 地元である今治市からの具体策の提示があって初めて検討するとの見解です。

　「実質無料化」 を看板政策に掲げた市長の誕生で、 予算配分の大胆な組み替えを断行できるか、 市長

の実行力に期待したいと思います。

　２月の今治市長選挙では、 「しまなみ海道の 『実質』 無料化」 を

公約に掲げた新人の徳永候補が現職を破り当選しました。

　現在、 しまなみ海道通行料の負担軽減策は、 馬島住民 （県 ・ 今

治市及び本四高速㈱が負担） に加えて、 本年から妊婦 ・ 乳児健診

時の通行料が今治市より総事業費４０万円で助成されていますが、

抜本的な解決とはいえず、更なる取り組みが必要だと考えています。

　私は、 かねてより解決策として国や県を巻き込み制度を変更する

　県は、 しまなみ産オリーブや甘長とうがらしをはじ

め、 ワイン用ぶどう、 夏季レモン、 新花材ピットスポ

ラムといった今治地域の

農産物の産地戦略化を

図っています。

　高付加価値化や販路

開拓、 担い手不足などの

農業が抱える課題にも

取り組んでいます。

　３年前の西日本豪雨災害からの南予地域の復興

へ向けて、「えひめ南予きずな博」が開催されます。

　新型コロナウイルスの影響で新たな生活様式や

ビジネス展開の需要も生まれようとしています。

　人口減少が加速する南予地域で、 新たな交流を

創出し、移住定住の促進や南レク公園の魅力発進、

柑橘園地の再編復旧などの産業振興につなげるイ

ベントです。

【開催概要】　令和３年７月～１２月
　　　　　　　　 南予９市町との連係イベント多数
【お問合せ】　電話 ： ０８９５-２８-６１４６
　　　　　　　　 えひめ南予きずな博実行委員会本部事務局

　去る３月１３日に、 えひめこどもの城ととべ動物園

をつなぐ、 四国最大級 ( 全長約７３０ｍ) のジップラ

インがオープンしました。

　とべ動物園もグランピ

ングや元獣舎にアート

作品を展示するなど進

化しており、 魅力的な

スポットエリアの誕生に

なります。

建設委員会 (3/16)

「えひめ南予きずな博」 開催 今治地域農業の活性化へ

とべもりジップライン開業

しまなみ産オリーブ生産者との
意見交換を行う。 (3/23)

空中を滑走する爽快感が味わ
えるジップラインを体験。 (4/3)

㈱ KITA 井上陽祐社長から城
下町の古民家を活用した街づ
くりの説明を受ける。 ( 大洲市 )

コワーキングスペースの利用状
況等を 「UWAJIMA QUEST」 の
大谷晶一代表に聴く。(宇和島市)

きずな博関連の視察 (2/22)




